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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は受容体チロシンキナーゼをコードしています。この遺伝子は当初、ネコ肉腫ウイルスの癌遺伝子v-kitのホモログとして同定され、しばしばプロトオンコゲンc-Kitと呼ばれています。この糖鎖膜貫通タンパク質の標準的な形態は、5つの免疫グロブリン様ドメインを含むN末端細胞外領域、膜貫通領域、およびC末端の細胞内チロシンキナーゼドメインを有しています。このタンパク質は、サイトカインリガンドである幹細胞因子（SCF）によって活性化されると、多くの細胞型の増殖、分化、遊走、アポトーシスに関与する複数の細胞内タンパク質をリン酸化します。これにより、造血、幹細胞の維持、配偶子形成、メラニン形成、および肥満細胞の発達、遊走、機能において重要な役割を果たします。このタンパク質は膜結合型または可溶性タンパク質です。この遺伝子の変異は、消化管間質腫瘍、肥満細胞症、急性骨髄性白血病、およびまだら症と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2020年5月]
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	c-Kit ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

